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時に家が火事になって、女の子を助

けるためにお母さんは顔に大きなや

けどを負ったのです。本当のことを

知った彼女は、お母さんにごめんな

さいと謝り、お母さんのことが大好

きになって、自慢するようになりま

した。その時私は、初めてイエスの

十字架の意味を知りました。そし

て、その晩、私は一人、生まれて初

めてお祈りしました。「イエスさま、

もしあなたが私を救うために身代わ

りとなって十字架で死んでくださっ

たのなら、どうぞ私の心と人生にお

入り下さい。」

　翌朝、そのコンサートを主催した

教会の礼拝に出席しました。夕方の

映画会で「人の目にはまっすぐに見

える道がある。その道の終わりは死

の道である。」(箴言14章12節)とい

う言葉を聞きました。それは、自分

の目にまっすぐに見えるが結局死に

ゆく道ではなく、その後40年続い

てきた、創造主が永遠に与えて下さ

る祝福にあふれる素晴らしい人生の

始まりでした。

「その証しとは、神が私たちに永

遠のいのちを与えて下さったという

こと、そして、そのいのちが御子の

うちにあるということです。」（ヨハ

ネの手紙第１ 5章11節）

私が初めてキリスト教に触れたの

は、中高6年間一貫教育のカトリッ

ク系男子校に入学した時でした。主

の祈りを覚え、新約聖書をもらいま

した。

中学1年生の「倫理」の授業は、

カトリックの信仰を学ぶものでした

が、その授業の期末試験のために教

科書を読んでいる時、私は天地の創

造主である神について知りました。

特に、人間の道徳性は、私たちが神

の似姿につくられていることに由来

するという考え方に触れて、人間が

勝手に神々として拝んでいるもので

はなく、この世界とその中に住む全

てのものをお造りになった創造主こ

そ神と呼ばれるにふさわしいと思い

ました。

　そんな私でしたが、高校生になり、

人生の意味について考えるように

なりました。人は必ず死んでいくの

に、たとえ一流大学に行き、いい仕

事をして金持ちになり、きれいな女

の人と結婚して幸せになったとして

も、それに何の意味があるのだろう

かと思うようになりました。そんな

ある日、私の友人が昼休みに私のと

ころにやって来てキリスト教の話を

始めました。私たちの高校の近くで

Hi-B.A.という高校生が聖書を学ぶ集

会が持たれていて、彼はそれに参加

していました。ある晩、彼がくれた

カセットテープを聞いているとき、

私は、人間には罪があり、そのため

に創造主との関係が断絶しているこ

と、そして、そのために、私たちは

創造主が用意している素晴らしい人

生の計画を知ることも生きることも

できないでいるのだと聞きました。

私は、本当の自分が人間として失

格であることを知っていました。そ

して、子供のころに母の財布からお

金を盗んだのがばれた時、父に何度

も殴られたことを思い出しました。

　高校２年生の５月１日の土曜日、

雨のため予定していた野球部の練習

試合は中止になりました。その時、

Hi-B.A.に参加していた友人たちが、

私の家の近くでコンサートがあるか

ら、連れて行ってくれないかと声を

かけてきました。私は彼らと一緒に

そのコンサートに参加しました。音

楽の後、一人の男性が話し始め、最

後に、一人の女子中学生の話をしま

した。彼女は、顔にやけどを負って

醜いお母さんのことが恥ずかしく、

友人にお母さんをお手伝いさんと紹

介してしまいます。その時、お母さ

んは娘に、やけどのわけを説明しま

す。実は、その女の子が赤ちゃんの

伝道団体連絡協議会会長

三好明久

永遠のいのちを生かされる喜び



◆秋のフェスティバル2023開催!!◆

　今年も【秋のフェスティバル】を開催いたします。
　交わりをもって、加盟各団体の活動内容をより良
く知るための集いとしたいと思っています。今回
は、晴れて対面にて開催させていただきます。
　テーマは『伝団協の歩みとこれから』とさせてい
ただきました。今までの歩みを振り返り、これから
の展望を共有できましたら幸いです。
　「伝団協の歩み」として前会長の姫井雅夫より、「伝団協のこ
れから」として新会長の三好明久より、メッセージをいただきま
す。ご期待ください！
　新加盟団体のTWR、ニューデイツゥデイより、団体の活動に
ついてお話および動画でご紹介いただく予定です。また、ハン
ガーゼロより、最近の活動報告をしていただく予定です。
　プロミュージシャン及び参加者による賛美の時間も予定してい
ます！ どうぞ奮ってご参加ください。

日時

会場

2023年10月9日（月・㊗）14:30～16:30

お茶の水クリスチャンセンター８F チャペル

　　2
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れ
ま
し
た
。

新
会
長
と
し
て
三
好
明
久
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
前
会
長
：
姫
井
雅
夫
は
顧
問
と
し

て
就
任
し
、
今
後
大
所
高
所
か
ら
ご
指
導
い
た

だ
く
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
計
監
査
役
と
し
て
、
菅
野
和
彦
（
ア
ン

テ
オ
ケ
宣
教
会
）・
平
井
規
裕
（
日
本
国
際
ギ

デ
オ
ン
協
会
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
39
回
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
総
会
が
、

Z
oom

と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
礼
拝
と
し
て
、
姫
井
雅
夫
会
長
が
み
こ

と
ば
を
取
り
次
が
れ
ま
し
た
。

第
一
歴
代
誌
28
章
9
節
～
10
節
（
新
改
訳
第

三
版
）
が
開
か
れ
、「
今
こ
そ
働
き
の
時
で
す
！

（
今
で
す
！
）」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
以
下
総
会
報
告
】（
敬
称
略
）

議
長
の
姫
井
雅
夫
（
総
動
員
伝
道
）
が
書
記

に
植
村
公
美
子
（
O
C
C
）
を
指
名
。
議
長
が

出
欠
を
確
認
し
ま
し
た
。

全
加
盟
団
体
25
団
体
中
、
出
席
13
団
体
、
委

任
状
9
団
体
、
欠
席
3
団
体
で
、
加
盟
団
体
の

三
分
の
一
以
上
に
達
し
、
規
約
8
条
に
よ
り
総

会
の
定
足
数
を
満
た
し
て
お
り
、
総
会
成
立
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
（
規
約
は
伝
団
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

2
0
2
2
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
が
為
さ
れ
、
引
き
続
い
て

2
0
2
3
年
度
の
活
動
計
画
案
、
会
計
予
算
案

が
出
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
総
会
に
お
い
て
は
、
新
会
長
、
顧
問
及
び

新
会
計
監
査
役
の
承
認
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
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ニューデイツゥデイ
https://www.newdaytoday.net/　

TWR Japan
https://twrjp.org/

〒 359-0025　東京都東久留米市新川町 1-2-12-105

TEL/FAX.04-2003-7323

info@newdaytoday.net

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台2丁目1 お茶の水 OCC 614

Tel. 050-5480-0969

  hiro.sasaki@twrjp.org

ニューデイツゥデイは、2014年、保守バプテスト宣教師、
美湖アンディ・純子によって、日本で福音が広がることを
願って立ち上げられました。

アンディ美湖は、日本の宣
教師二代目。日本で宣教が進
むため日本に合った資料制作
に取り組み、様々な伝道・弟
子訓練プロジェクトを、日本
のみならず世界で展開してい
ます。
  ビジョン

ニューデイツゥデイは、イエス様の弟子が成長し、他の
人を弟子とすることを助け、日本で、そして日本から世界
に神の国が広がることを目指します。
  基本的な概念：　クローバー倍加

クローバーを一つ見つけると、その周りにはいっぱい
広がっています。それが、私たちが目指す霊的倍加のイ
メージです。クローバーの葉っぱは、ハートがつながって
います。それらは、神様が私たちに命令されている基本的

TWRはアメリカのノースカロライナに本部がある超教派
のメディア伝道団体です。
一般社団法人TWRはそのパートナー団体として活動して
います。

放送などのメディアを使って聖書にある希望のメッセー
ジと福音を一人でも多くの人に届けることをモットーに活
動しています。
  ラジオミニストリー

ラジオ部門では、全国29のコミュニティ FMで4番組を
放送しています。

放送のターゲットである未信者に福音を届けることを目
的とし、ラジオ放送を通じて伝道を行っています。

番組を聴いてくださった方が救われるようにお祈りくだ
さい。

  女性ミニストリー

希望の女性たち （Women Of 
Hope）    

―すべての女性にイエス・キリストによる真の希望を届
ける働き－
●全世界の苦しんでいる女性たちのために祈る！

祈りのカレンダーを発行、祈り会を開催、SNSで祈りを
発信しています。
●伝道のためのラジオ番組放送中！女性
特有の悩みを取り上げ、聖書のことばを
通して真の希望を届けます。

  男性ミニストリー

Every Man A Warrior 「イエス・キリス
トの侍」イエス・キリストの弟子として悔
いのない人生を送る為の学び。 スモールグ
ループでみことばを暗唱、分かち合い、お
互いの心をさらけ出
し、 人 生 を 省 み て、
クリスチャンとして
の初心に帰る。
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なことを、神様の愛を
持ってするよう促す良
いイメージです。証を
する、福音を分かち合
う、弟子を育てる、こ
れら３つのことを神様
に従って行うなら、私
たちの周りの人々の人
生は変わります。神様の愛とみ国が周りに広がります！
  方法

ニューデイツゥデイ・システムを用い
て、誰でも簡単に、証をし、福音を語り、
弟子を育てることができます。

すべて日本生まれ、現代のスタイルに
合った資料です。
その他の様々なプロジェクト：
＊ミラクルエブリデイ
（励ましのメッセージを配信する毎日のディボーション）
＊東京コミュニティケアセンター
（うつを抱える方のためのカウンセリング）etc.

伝団協　総会報告・ご案内

第
39
回
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
　
総
会
報
告

　

【
情
報
交
換
】

日
時
●	

２
０
２
３
年 

4
月 

10
日
（
月
）
午
後
3
時
～
４
時
半

〈
場
所
〉
お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー　

４
階　

4
1
6
号
室

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
）

東京都東久留米市新川町 1-2-12-105

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
会
計
：
小
川
政
弘

（
福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会
）、
総
務
：
植
村
公

美
子（
お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）、

広
報
：
刀
祢
健
作
（
新
生
宣
教
団
）
の
３
名
の

留
任
が
承
認
さ
れ
、
退
任
の
岸
本
茂
雄
に
代
わ

り
、催
事
：
沈
一
漢
（
シ
ム
・
イ
ル
ハ
ン
）（
ユ
ー

ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ア
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
が
推
薦
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

姫
井
雅
夫
前
会
長
、
岸
本
茂
雄
前
役
員
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

こ
の
度
、「
ニ
ュ
ー
デ
イ
ツ
ゥ
デ
イ
」
と

「
T
W
R
」
が
新
規
会
員
と
し
て
承
認
さ
れ
、

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
共
に
宣
教
の
働
き
が
で
き

る
こ
と
を
、
主
に
あ
っ
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

新
聖
歌
4
1
6
番「
聖
霊
き
た
れ
り
」を
も
っ

て
主
を
賛
美
し
、
小
川
政
弘
（
福
音
ネ
ッ
ト
伝

道
協
力
会
）
の
閉
会
祈
祷
を
も
っ
て
、
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

（
報
告
）
新
生
宣
教
団　

刀
祢
健
作

（
伝
団
協　

広
報
担
当
）

Testify
証する

クローバー倍加

Disciple
弟子を育てる

Share
分かち合う

 ✿YouTubeで配信中！
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伝団協　加盟団体の近況・祈りの課題

　

Yo
uTube 

チ
ャ
ン
ネ
ル
名
：「
日
本

キ
リ
ス
ト
伝
道
会
」

https://yo
utu.be/blc_a8

aU
9
C

I

内
容
：
開
会
礼
拝　

森
稔
会
長（
15
分
）： 

講
演
１ 

大
嶋
重
徳
（
45
分
）：
♬ 

サ
ー

ド･

プ
レ
イ
ス･

ワ
ー
シ
ッ
プ
（
10
分
）：

宣
教
大
会
1 

大
嶋
重
徳
（
40
分
）： 

講

演
2 

近
藤
勝
彦
（
45
分
）： 

パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン 

吉
本
真
理
（
10
分
）：
宣
教
大

会
2 

近
藤
勝
彦
（
30
分
）：
出
発
礼
拝

横
山
義
孝
（
15
分
）

　

ま
た
今
年
も
8
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
の
予
定
で
す
。

　

な
おF

acebo
o
k

「
日
本
キ
リ
ス
ト

伝
道
会
」 

に
て
も
上
記
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

新
生
宣
教
団

●
迫
害
下
に
い
る
兄
弟
姉
妹
の
安
全
と

信
仰
生
活
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
特

に
中
国
、
北
朝
鮮
の
教
会
の
方
々
の
た

め
に
。

●
聖
書
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
国
や
地

域
の
人
々
へ
、
一
冊
で
も
多
く
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

●
海
外
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
良
き
関
係
が
主
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、

導
か
れ
ま
す
よ
う
に
。

●
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
の
終

息
、
そ
し
て
平
安
が
一
日
も
早
く
訪
れ

ま
す
よ
う
に
。

総
動
員
伝
道

●
9
月
に
行
う
W
W
J
、
今
回
は
水
戸

街
道
で
す
。

●
来
年
も
1
月
8
日
～
9
日
に
断
食
祈

祷
聖
会
を
行
い
ま
す
。

●
全
て
の
人
に
総
動
員
し
て
福
音
を
届

け
ま
し
ょ
う
。

プ
、
モ
ン
ゴ
ル
ツ
ア
ー
、
ネ
パ
ー
ル
ツ

ア
ー
の
安
全
と
参
加
者
た
ち
の
祝
福
の

た
め
に
。

●
45
周
年
記
念
誌
、
公
式Yo

uTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
じ
ゃ
む
ち
ゃ
ん
」、
オ

ン
ラ
イ
ン
祈
祷
会
「
世
界
を
結
ぶ
宣
教

祈
祷
会
」
Ⅱ
結ゆ
い

祈き

が
豊
か
に
用
い
ら
れ

ま
す
よ
う
に
。

●
宣
教
師
の
各
支
え
る
会
の
祝
福
の
た

め
に
。
宣
教
志
願
者
た
ち
に
は
っ
き
り

と
し
た
召
し
の
確
信
が
与
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
。

東
京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

　

宣
教
の
拠
点
「
祈
り
の
家
」
と
し
て
、

3
6
5
日
礼
拝
と
祈
り
会
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
貸

室
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
御

利
用
下
さ
い
。

お
も
な
祈
り
の
課
題
は
、

①
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
聖
霊
様
に
満
た
さ

れ
て
元
気
に
な
り
、
日
本
と
世
界
に
リ

バ
イ
バ
ル
が
起
こ
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

②
若
者
が
Ｔ
Ｐ
Ｃ
を
つ
な
が
り
の
場
と

し
て
活
用
で
き
ま
す
よ
う
に
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
や
経
済
的

低
迷
か
ら
早
く
回
復
で
き
ま
す
よ
う

に
。
参
加
者
・
献
金
が
増
し
加
え
ら
れ

ま
す
よ
う
に
。

④
Ｔ
Ｐ
Ｃ
の
新
し
い
伝
道
の
働
き
が
用

い
ら
れ
、
宣
教
の
輪
が
益
々
広
が
り
ま

す
よ
う
に
。

益
々
豊
か
に
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

　

昨
年
、「
第
53
回　

日
本
伝
道
の
幻

を
語
る
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
キ
リ
ス
ト
伝
道
会

ラ
エ
ル
旅
2
0
2
3
』
の
動
画
を
毎
週

配
信
し
て
い
ま
す
。
合
計
1
0
0
回
を

超
え
そ
う
で
す
。（
3
）
毎
週
木
曜
日

に
、「
3
分
で
わ
か
る
！
聖
書
」
と
い

う
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
求
道
者

や
初
心
者
を
対
象
に
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
語
っ
て
い
ま
す
。

P
B
A
太
平
洋
放
送
協
会

●
全
国
各
地
で
放
送
伝
道
の
働
き
を
進

め
て
お
ら
れ
る
教
会
（
協
力
会
）
の
上

に
、主
の
励
ま
し
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

新
た
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
教
会
が
与

え
ら
れ
、
す
べ
て
の
必
要
が
満
た
さ
れ

ま
す
よ
う
に
。 

●
ラ
ジ
オ
「
世
の
光
」・
テ
レ
ビ
「
ラ

イ
フ
・
ラ
イ
ン
」
他
を
と
お
し
て
、
多

く
の
方
々
に
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
希
望
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
多

く
の
レ
ス
ポ
ン
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
。

●
少
人
数
で
の
働
き
と
な
っ
て
い
ま

す
。
番
組
制
作
の
上
に
主
か
ら
の
知
恵

と
助
け
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

放
送
局
へ
の
番
組
素
材
の
搬
入
、
放
送

後
の
対
応
等
す
べ
て
の
働
き
が
守
ら
れ

ま
す
よ
う
に
。

●
「
聖
書
チ
ャ
ン
ネ
ル
・B

R
ID

G
E

」

(https://w
w

w
.seishobridge.com

)

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
教

会
・
個
人
等
に
お
い
て
広
く
用
い
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

●
３
組
の
宣
教
師
が
近
く
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
生
活
の
適
応
と

語
学
習
得
、
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と

育
つ
よ
う
に
。

●
夏
の
ユ
ー
ス
の
異
文
化
体
験
キ
ャ
ン

ア
ン
テ
オ
ケ
宣
教
会

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
仙
台
で
も

開
校
予
定
で
す
。
2
0
2
2
年
時
点
で

は
沖
縄
校
だ
け
で
し
た
の
で
、
一
気
に

拡
大
し
た
事
に
な
り
ま
す
。
活
動
拠
点

も
福
岡
と
小
樽
が
増
え
、
現
在
は
14
ヶ

所
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

開
拓
し
た
ば
か
り
の
拠
点
は
ま
だ
ま
だ

小
さ
な
働
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し

で
も
福
音
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
海
外
か
ら
の
伝
道
チ
ー
ム
も
日
本

に
来
る
よ
う
に
な
り
、
再
び
宣
教
の
活

気
が
目
に
見
え
る
形
で
現
れ
て
き
ま
し

た
。
今
ま
で
の
礼
拝
と
祈
り
の
備
え

が
、
こ
れ
か
ら
の
宣
教
の
大
き
な
力
と

な
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

●
福
音
が
伝
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
全

て
の
人
が
聖
書
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
。

●
全
都
道
府
県
に
活
動
拠
点
が
置
か

れ
、
福
音
宣
教
が
拡
大
す
る
よ
う
に
。

●
救
わ
れ
た
魂
が
地
域
教
会
に
つ
な
が

り
、信
仰
形
成
さ
れ
て
い
け
る
よ
う
に
。

●
全
て
の
教
会
が
一
つ
と
な
り
、
キ
リ

ス
ト
の
花
嫁
と
し
て
麗
し
い
姿
と
な
る

よ
う
に
。

ハ
ー
ベ
ス
ト
・
タ
イ
ム

ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
ズ

中
川
健
一 

　

お
祈
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
1
）『
中
川
牧
師
の
一
日
一
章
』
第
4

巻
（
預
言
書
）
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

9
月
発
売
予
定
で
す
。
第
1
巻
（
律

法
）、第
2
巻
（
歴
史
書
）、第
3
巻
（
預

言
書
）
同
様
、
大
い
に
用
い
ら
れ
る
ま

す
よ
う
に
。『
中
川
牧
師
の
一
日
一
章
』

は
、
聖
書
通
読
と
日
々
の
デ
ボ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、

全
5
巻
発
売
予
定
で
す
。（
2
）『
イ
ス

致
協
力
し
て
多
方
面
か
ら
宣
教
を
考

え
、
日
本
伝
道
の
た
め
に
仕
え
て
い
く

O
C
C
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

●
愛
の
う
ち
に
お
互
い
の
理
解
を
深

め
、
交
わ
り
が
ま
す
ま
す
豊
か
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

●
主
催
集
会（
水
曜
礼
拝
、フ
ラ
イ
デ
ー

ナ
イ
ト
、
賛
美
と
聖
書
の
集
い
）
の
祝

福
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
リ
バ
イ
バ
ル

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
撮
影
・
収
録
・
編
集
等
、
助
け
手
も

与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

①
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
「
手
話

訳
聖
書
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
が
一
日
も
早
く
全
巻

完
成
さ
れ
、
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

②
聖
書
協
会
共
同
訳
セ
ミ
ナ
ー
・
高
知

（
７
／
15
）、
高
松
（
７
／
17
）
の
集
会

が
祝
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

③
第
2
回
聖
書
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

（
8
月
か
ら
10
月
ま
で
募
集
予
定
）
を

通
し
て
聖
書
を
読
ま
れ
る
方
が
多
く
お

こ
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

2
0
2
3
年
6
月
現
在
、
横
浜
、
大
阪

（
高
槻
）、
神
戸
、
沖
縄
の
4
ヶ
所
で

6
ヶ
月
間
の
D
T
S
弟
子
訓
練
学
校
が

日
本
聖
書
協
会

ユ
ー
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ア
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
1
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
オ
ー
デ
ィ

オ
伝
道
番
組
「
こ
の
指
と
ま
れ
」
が
、

世
界
の
人
々
に
聴
か
れ
る
よ
う
に
。

（
2
）
５
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

①
「
こ
の
指
ド
ラ
マ
館
」

②
＊
新
約
聖
書
ド
ラ
マ
「
イ
エ
ス
に
出

会
っ
た
人
々
」

③
旧
約
聖
書
ド
ラ
マ「
神
を
見
た
人
々
」

④
＊
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
日
本
語
版
ド

ラ
マ
「
解
き
放
た
れ
た
人
生
！
」

⑤
聖
書
・
名
作
朗
読
＊B

iblica You 

version LB

新
旧
約
。（
＊
は
制
作
完
了
）。

（
3
）
同
労
者
（
出
演
者
）
現
在
６
名

(

出
演　

男
性
３
名
、
女
性
２
名
、
計

５
名
、
運
営
委
員　

男
性
牧
師
1
人)

感
謝
。
更
に
参
加
者
が
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
。

（
4
）
伝
団
協
会
員
団
体
と
宣
教
協
力

が
で
き
る
よ
う
に
。
B
B
N
 （
ア
メ
リ

カ
）、
T
W
R
、
P
B
A
（
超
教
派
サ

イ
トB

R
ID

G
E

）
へ
の
提
供
感
謝
。

U
R

L:h
ttp

s:///ko
n
o
yu

b
i-d

ram
a.

jim
do

free.co
m

/

●
館
内
団
体
、
各
教
会
、
各
教
団
教
派

を
超
え
て
、
宣
教
の
た
め
に
共
に
一

福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会

お
茶
ノ
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・ 

セ
ン
タ
ー
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